
2025年11月21日(金)
開催日

開催時間：14：00～16：30(開場13：40）

主催：一般社団法人地域セキュリティ協議会 共催：独立行政法人情報処理推進機構(IPA)
後援：一般社団法人日本テレワーク協会

会 場：コンワビル貸会議室第一会議室
（東京都中央区築地1-12-22）

定 員：オンライン(Webex)200名/会場先着30名

14:00~14:05

5分間

14:05~14:45

40分間

つながる社会を脅かすサイバー攻撃
～スマホの位置情報も“だまされる”？身近に迫るサイバー攻撃～
三井物産セキュアディレクション株式会社 執行役員 関原 優 氏

14:50~15:20

30分間

無線LANに潜む脅威と対策（無線LANジャックデモ）
クロスポイントソリューション株式会社マネージドセキュリティサービス事業部

大熊 隆義 氏

16:10~16:15

5分間 閉会のご挨拶
16:15~16:30

15分間 ネットワーキング（会場のみ）

15:20~15:40

20分間

サイバー被害にあった中小企業の社長が語る
「令和はサイバーリスクの時代です」

創ネット株式会社 代表取締役社長 小口 幸士 氏

15:40~16:10

30分間

リスクマネジメントと情報セキュリティ対策
独立行政法人情報処理推進機構(IPA)
セキュリティセンター 普及啓発・振興部 普及啓発グループ 白川 浩 氏

開会のご挨拶（オンライン）
一般社団法人地域セキュリティ協議会 代表理事 溝上 泰興 氏

14:45~14:50

5分間 休憩

参加
無料



関原 優（せきはら まさる）氏
(三井物産セキュアディレクション株式会社 執行役員)

20年以上にわたり、IT・サイバーセキュリティのサービス事業に従事し、セキュリティオペレーション
センター構築/サイバー攻撃分析（防御側）、疑似攻撃によるWebサイトやネットワークの診断（攻撃
側）、自社SIEMなどのセキュリティツール開発、官公庁やグローバル企業等に対するセキュリティコ
ンサルティングなどを手掛ける。
【特許】
・米国特許_第10264002号/国内特許_第5996145号 発明者 (暗号化時のファイル特性を利用したランサムウェア検知・防御技術)
・米国特許_第11159541号/国内特許_第6219550号 発明者 (ファイルマッピングによる暗号化に対するランサムウェア検知・防御技術)
・国内特許_第5955475号 発明者 (自己多重起動抑止特性を利用したマルウェア感染防御・無効化技術)
【著書/共著】
・訴訟・コンプライアンスのためのサイバーセキュリティ戦略/NTT出版

登壇者プロフィール

お申込み先URL

【個人情報の取扱い方針】
ご提供いただいた個人情報は、一般社団法人地域セキュリティ協議会(主催)が、本演習開催及び運営にのみ使用し、その保護に万全を期すとともに、法令に基づ
き関係機関から要請がある場合を除き、ご本人の同意なしに事務局及び共催者、後援者以外の第三者に開示、提供することはございません。ご提供いただいた情
報は、ご所属（企業・団体名等）及び役職およびご要望・質問事項を、講師(登壇者)と共有しますので予めご了承ください。オンライン形式では、入室時に設定
した登録名が画面に表示されます。個人情報保護の観点から、当日は、公表可能な名称を設定してください。

【お申込みの問い合わせ先】
一般社団法人地域セキュリティ協議会(ASC)
セミナー事務局
E-mail: info@areasc.org

お申込み締切：2025年11月16日(日)

主催：一般社団法人地域セキュリティ協議会 共催：独立行政法人情報処理推進機構(IPA)
後援：一般社団法人日本テレワーク協会

大熊隆義(おおくま たかよし)氏
(クロスポイントソリューション株式会社）
クロスポイントソリューション入社後、運用・構築業務においてリーダーおよびプロジェクトマネー
ジャーとしての役割を担い、チームの統括やプロジェクト推進に従事。 2020年のクロスポイントセ
キュリティジム社設立以降は、教育事業の立ち上げを主導し、官公庁や民間企業向けにサイバーセ
キュリティ、ネットワーク、インフラ分野のトレーニングを提供する講師として活動。 Red Teamトレー
ニングメニューの企画・立案、カリキュラム作成、トレーニング環境の構築に加え、講師育成やSOC
アナリストの育成にも注力し、実践的かつ高度な教育コンテンツの提供に貢献している。

小口 幸士 （おぐち こうじ）氏
(創ネット株式会社 代表取締役社長)
創業75年の地域密着型専門商社の3代目社長。マーケティングオートメーションやダイレクトリク
ルーティング、ソリューションサイトの構築や、社内システムにRPAの導入、中小企業でありながらフ
レキシブルな在宅勤務制度の導入など、DX化の取り組みを数多く展開。取引先と自社のサイバー
被害をきっかけに地域Secunityに参画。サイバーセキュリティの啓蒙など、中小企業のDX化の事例
として活動中、福岡エレコン交流会 会長、福岡市商工会議所工業部会 常任委員、福岡市機械金
属工業会 理事、公益財団法人九州先端科学技術研究所 理事。

白川 浩 （しらかわ ひろし）氏
(独立行政法人情報処理推進機構（IPA）
セキュリティセンター普及啓発・振興部普及啓発グループ）
約３０年間の銀行システムの開発・運用を経た後、ＩＰＡに入構。
主に中小企業の情報セキュリティ対策の普及・啓発活動を担当。
銀行勤務にて習得した知識・経験を活かし、地域団体に直接訪問しての、各地域の状況に合った
支援・協力により、地域企業への普及・啓発活動を推進。

https://areasc.org/event/20251121.html
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